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馬
は
、
ご
く
最
近
ま
で
人
々
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で
し
た
。
特
に
福
島
県
は
野
馬
追
や
三
春
駒
な
ど
伝

統
的
な
馬
文
化
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
土
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　

で
は
、
馬
は
い
つ
か
ら
人
に
飼
い
慣
ら
さ
れ
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
し
て
様
々
な
方
面
で
活
躍
し
始
め
た

の
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
は
日
本
に
は
元
々
馬
が
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
主
に
遺
跡
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
考
古
遺
物
に
よ
っ
て
、
馬
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に

し
て
日
本
、
そ
し
て
ふ
く
し
ま
へ
入
り
、
利
用
さ
れ
始
め
た
の
か
を
探
り
ま
す
。

　

馬
は
近
年
急
速
に
人
々
の
周
り
か
ら
姿
を
消
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
人
が
馬
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
長

い
年
月
を
共
に
暮
ら
し
、
そ
し
て
消
え
て
い
っ
た
の
か
、
馬
は
現
代
の
世
相
を
深
く
考
え
る
機
会
も
与
え
て

く
れ
て
い
る
と
思
え
る
の
で
す
。

さ
て
、
次
の
質
問
の
答
え
が
お
分
か
り
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

①
人
が
馬
に
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
？

②
卑
弥
呼
の
時
代
に
馬
は
い
た
？

③
古
代
の
馬
の
大
き
さ
は
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
と
ポ
ニ
ー
、
ど
ち
ら
に
近
い
？

④
絵
馬
を
神
社
に
納
め
る
の
は
な
ぜ
？

答
え
は
、
ぜ
ひ
会
場
で
！

展
示
構
成

プ
ロ
ロ
ー
グ　

〜
年
代
記
（
ク
ロ
ニ
ク
ル
）
へ
の
招
待
〜

馬
頭
琴
の
調
べ
と
「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」
の
世
界
で
、
馬
と
人
と
の
年
代
記
へ
誘
い
ま
す
。

第
一
編
【
大
陸
編
：
紀
元
前
〜
】
〜
馬
と
人
と
の
出
会
い
〜

馬
と
人
と
の
繋
が
り
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
の
か
。
遠
く
西
ア
ジ
ア
や
中

国
な
ど
、
大
陸
よ
り
出
土
し
た
考
古
遺
物
か
ら
探
り
ま
す
。

第
二
編
【
渡
来
編
：
五
世
紀
】
〜
そ
し
て
、
日
本
へ
〜

卑
弥
呼
の
時
代
に
馬
は
い
な
か
っ
た
！？
わ
が
国
に
馬
が
入
っ
て
き
た
の
は
い
つ
か
。
ど
の
よ
う
に
広
ま

り
、
そ
し
て
利
用
さ
れ
た
の
か
。
本
編
で
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

第
三
編
【
威
信
編
：
六
・
七
世
紀
】
〜
権
威
の
象
徴
〜

『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
十
六
年
条
に
「
遣
飾
騎
七
十
五
匹
、
而
迎
唐
客
…
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
代
、

き
ら
び
や
か
な
馬
具
を
身
に
つ
け
た
馬
は
、
権
威
を
象
徴
す
る
存
在
で
も
あ
り
ま
し
た
。

第
四
編
【
拡
大
編
：
八
〜
一
六
世
紀
】
〜
交
通
・
信
仰
、
そ
し
て
戦
争
〜

神
社
に
奉
納
す
る
絵
馬
。
現
在
に
残
る
こ
の
信
仰
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
頃
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
馬

は
交
通
・
通
信
の
主
役
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
戦
争
の
道
具
と
し
て
も
…
。

特
別
編
【
追
憶
編
：
〜
二
一
世
紀
】
〜
身
近
に
み
る
馬
〜

相
馬
野
馬
追
、
三
春
駒
、
福
島
競
馬
場
…
。
現
代
に
至
る
ま
で
、
福
島
県
は
馬
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ

り
ま
す
。
郷
土
の
馬
文
化
を
振
り
返
り
、
身
近
な
馬
の
存
在
を
感
じ
ま
す
。

エ
ピ
ロ
ー
グ　

〜
未
来
へ
〜

馬
の
持
つ
ス
ピ
ー
ド
＆
パ
ワ
ー
は
化
石
燃
料
、
そ
し
て
デ
ジ
タ
ル
へ
と
置
き
換
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

馬
を
凌
ぐ
能
力
を
手
に
入
れ
た
人
類
に
、
こ
の
先
待
っ
て
い
る
未
来
と
は
…
。

企
画
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

馬
頭
琴
コ
ン
サ
ー
ト　
「
白
い
馬
」

日　

時
：
四
月
二
九
日
（
土
・
祝
）
午
後
一
時
三
〇
分
〜
二
時
三
〇
分

演
奏
者
：
バ
ヤ
ラ
ト
＆
サ
ロ
ー
ラ

あ
な
た
も
馬
博
士
に　

〜
記
念
講
演
会
〜　
「
馬
が
ウ
マ
れ
て
日
本
に
く
る
ま
で
」

日　

時
：
五
月
一
四
日
（
日
）
午
後
一
時
三
〇
分
〜
三
時

講　

師
：
穴
沢
咊
光
氏
（
福
島
県
考
古
学
会
副
会
長
、
京
都
大
学
人
文
科
学
奨
励
賞
受
賞
）

博
物
館
友
の
会
協
賛
イ
ベ
ン
ト　

〜
馬
と
猿
と
の
年ク

ロ
ニ
ク
ル

代
記
〜

日　

時
：
六
月
八
日
（
木
）
午
後
一
時
〇
〇
分
〜

第
一
部　

公
演
「
猿
ま
わ
し
一
座
が
や
っ
て
き
た
!?
」

出　

演
：
周
防
猿
ま
わ
し
の
会

第
二
部　

対
談
「
馬
を
め
ぐ
る
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」

館
長　

赤
坂
憲
雄　

学
芸
員　

佐
々
木
長
生

古
代
の
馬
を
知
ろ
う
！　

〜
学
芸
員
の
「
や
さ
し
い
馬
講
座
」
〜

日　

時
：
五
月
七
日
（
日
）
午
後
一
時
三
〇
分
〜
三
時　

横
須
賀
倫
達
「
日
本
書
紀
と
馬
の
考
古
学
」

日　

時
：
六
月
四
日
（
日
）
午
後
一
時
三
〇
分
〜
三
時　

木
本
元
治

「「
馬
鹿
」
の
語
源
〜
古
代
中
国
の
馬
と
故
事
成
語
〜
」

探
検
！
馬
の
世
界　

〜
学
芸
員
と
巡
る
展
示
ツ
ア
ー
〜

四
月
二
九
日　

五
月
七
・
一
四
日　

六
月
四
・
一
一
日

各
回
午
後
三
時
一
五
分
〜　

一
時
間
程
度
（
※
六
月
一
一
日
の
み
午
後
一
時
三
〇
分
〜
）

特
設
コ
ー
ナ
ー

・
三
冠
馬　

デ
ィ
ー
プ
イ
ン
パ
ク
ト
（
全
身
模
型
）
と
記
念
撮
影
!!

※
四
月
二
六
日
（
水
）
〜
五
月
一
〇
日
（
水
）
限
定
！

・
乗
っ
て
み
よ
う
古
墳
時
代
の
馬

黄
金
色
に
輝
く
馬
具
（
復
元
品
）
を
身
に
つ
け
た
古
墳
時
代
の
馬
。
背
中
に
乗
っ
て
王
の
気
分
を
味
わ

え
ま
す
（
小
学
生
以
下
限
定
）。

・
馬
（
ウ
マ
）
く
遊
べ
る
か
な
!?

か
ん
か
ん
馬
か
ら
馬
頭
琴
ま
で
、
馬
の
お
も
ち
ゃ
を
集
め
て
み
ま
し
た
。

・
聞
い
て
み
よ
う
、
遥
か
三
千
年
前
の
音
色

約
三
千
年
前
、
中
国
の
馬
車
に
付
け
ら
れ
た
鈴
の
音
が
聞
け
ま
す
。

※
会
津
名
物
、
桜
肉
料
理
を
味
わ
お
う
！

展
示
期
間
中
限
定
！
博
物
館
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
桜
肉
（
馬
肉
）
料
理
を
ご
賞
味
あ
れ
。

■
春
の
企
画
展
《「
馬
と
人
と
の
年
代
記
」
〜
大
陸
か
ら
日
本
、
そ
し
て
福
島
へ
〜
》
は
、
平
成
一
八
年
四
月
二
二
日
（
土
）
か
ら
六
月
一
一
日
（
日
）
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
・
大
学
生
五
〇
〇
円
（
四
〇
〇
円
）
／
高
校
生
三
〇
〇
円
（
二
四
〇
円
）
／
小
・
中
学
生
二
〇
〇
円
（
一
六
〇
円
）（　

）
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
の
場
合
の
料
金
で
す
。

馬形飾り付冠
茨城県三昧塚古墳出土　５世紀

（所蔵・写真提供　茨城県立歴史館）※展示は黄金色の復製品

春の企画展

「馬と人との年
ク ロ ニ ク ル

代記」
～大陸から日本、そして福島へ～
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（所蔵・写真提供　中近東文化センター）
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絵馬　宮城県市川橋遺跡出土　９世紀
（所蔵・写真提供　多賀城市教育委員会）



研
究
ノ
ー
ト

館
内
に
生
息
す
る
虫
を
調
査
し

館
内
に
お
け
る
虫
の
動
き
を
予
見
し

効
果
的
な
駆
除
法
を
研
究
す
る

松
田
隆
嗣　

保
存
担
当

　

当
館
で
は
、
展
示
・
収
蔵
資
料
を
虫
や
カ
ビ
の
害
か
ら
守
る
た

め
毎
年
一
回
、
虫
の
活
動
が
活
発
に
な
り
始
め
る
初
夏
に
全
館
燻

蒸
を
実
施
し
資
料
を
虫
や
カ
ビ
の
害
か
ら
守
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
燻
蒸
剤
の
成
分
で
あ
る
臭
化
メ
チ
ル
の
オ
ゾ
ン
層
破
壊
の

問
題
や
全
館
燻
蒸
に
よ
り
資
料
や
展
示
室
の
壁
材
や
床
材
な
ど
に

吸
収
さ
れ
た
燻
蒸
剤
が
燻
蒸
後
に
少
し
ず
つ
室
内
に
揮
散
す
る
こ

と
に
よ
る
室
内
汚
染
の
問
題
な
ど
か
ら
平
成
十
一
年
度
で
全
館
燻

蒸
を
取
り
や
め
、
こ
れ
に
か
わ
っ
て
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
総
合

的
有
害
生
物
（
害
虫
）
管
理
（
一
般
的
に
は
Ｉ
Ｐ
Ｍ
（Integrated 

P
est M

anagem
ent

））
と
呼
ば
れ
て
い
る
方
法
へ
の
切
り
替
え
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
方
法
は
、
解
り
易
く
説
明
し
ま
す
と
様
々
な

手
段
を
用
い
て
有
害
生
物
（
博
物
館
の
場
合
は
主
に
文
化
財
害
虫
）

の
数
を
被
害
の
生
じ
な
い
程
度
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
こ
う
と

す
る
方
法
で
す
。
具
体
的
に
は
、
①
施
設
や
日
常
作
業
で
の
問
題

点
の
洗
い
出
し　
②
虫
や
カ
ビ
の
発
生
の
原
因
と
な
る
も
の
を
置

か
な
い
（
あ
る
い
は
取
り
除
く
）
③
虫
な
ど
の
進
入
経
路
を
発
見

し
断
つ　
④
虫
や
カ
ビ
な
ど
の
発
生
の
早
期
発
見　
⑤
虫
・
カ
ビ
な

ど
の
対
策
の
改
善
な
ど
を
行
う
こ
と
で
虫
や
カ
ビ
の
害
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

一
般
的
に
は
専
門
の
業
者
に
館
内
に
生
息
す
る
虫
や
カ
ビ
の
調

査
を
委
託
し
そ
の
結
果
を
も
と
に
対
策
を
進
め
ま
す
。
当
館
で
も

Ｉ
Ｐ
Ｍ
の
導
入
に
当
た
り
施
設
の
問
題
点
や
虫
の
進
入
経
路
の
推

測
・
確
認
及
び
虫
や
カ
ビ
の
生
息
状
況
の
調
査
区
域
の
設
定
を
行

い
ま
し
た
。
虫
の
生
息
状
況
の
調
査
は
、
虫
を
捕
ま
え
る
道
具

（
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ
や
粘
着
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
）
を
館
内
に
設

置
し
生
息
し
て
い
る
虫
を
捕
獲
し
、
虫
の
捕
獲
場
所
・
捕
獲
し
た

虫
の
種
類
・
数
な
ど
を
調
査
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
も
、
職
員
が
館
内
で
虫
や
カ
ビ
の
発
生
を
見
つ
け
た
場
合
、

捕
獲
あ
る
い
は
発
見
の
情
報
を
保
存
科
学
の
担
当
者
に
連
絡
あ
る

い
は
捕
獲
さ
れ
た
虫
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
あ
る
程

度
、
虫
や
カ
ビ
の
状
況
は
把
握
し
て
い
ま
し
た
が
こ
れ
ら
の
情
報

だ
け
で
は
十
分
と
い
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

委
託
調
査
は
当
初
年
三
回
行
っ
て
い
ま
し
た
が
現
在
は
年
二
回

実
施
し
て
い
ま
す
。
各
々
の
調
査
期
間
は
、
二
週
間
か
ら
四
週
間

程
度
の
た
め
各
調
査
結
果
も
館
内
に
生
息
す
る
虫
の
一
面
を
表
し

て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
Ｉ
Ｐ
Ｍ
を
導
入
し
た
当
初

は
、
館
内
で
確
認
さ
れ
た
文
化
財
害
虫
を
駆
除
す
る
と
い
う
受
身

的
な
対
応
し
か
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

確
認
さ
れ
た
虫
の
対
処
法
と
し
て
は
、
確
認
さ
れ
た
場
所
を
清

掃
や
整
理
し
た
の
ち
再
度
ト
ラ
ッ
プ
を
設
置
し
虫
の
捕
獲
を
行
う

と
い
う
方
法
で
対
処
し
ま
し
た
。
こ
の
捕
獲
を
目
的
と
し
た
ト
ラ
ッ

プ
の
設
置
は
館
独
自
に
行
う
も
の
で
あ
り
文
化
財
害
虫
や
虫
が
多

数
確
認
さ
れ
た
場
所
に
重
点
的
に
ト
ラ
ッ
プ
を
多
く
配
置
し
虫
の

捕
獲
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
場
合
は
こ
の
よ
う
な
手
順
で
行
う
こ

と
に
よ
り
一
応
の
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
毎
年
毎
年
積
み
重
ね
ら
れ
た
調
査
デ
ー
タ
や
捕
獲
の

デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
文
化
財
害
虫
の
動
き
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
文
化
財
害
虫
に
つ
い

て
み
る
と
、
調
査
の
た
び
に
館
内
の
何
箇
所
か

で
捕
獲
さ
れ
ま
す
。
毎
回
必
ず
発
見
さ
れ
る
と

い
う
場
所
は
無
い
こ
と
か
ら
館
内
で
世
代
を
重

ね
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

あ
く
ま
で
も
た
ま
た
ま
何
か
に
付
着
し
て
あ
る

い
は
開
口
部
か
ら
進
入
し
た
と
考
え
る
の
が
適

切
で
す
。
文
化
財
害
虫
以
外
で
は
、
ク
モ
が
数

多
く
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。
展
示
室
、
収
蔵
庫
で

は
殆
ど
捕
獲
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
事
務
室
、
研
究

室
な
ど
で
は
数
多
く
捕
獲
さ
れ
館
内
で
何
世
代

も
重
ね
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
ク
モ
は
、

職
員
の
目
視
で
は
そ
れ
ほ
ど
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
ト
ラ
ッ
プ
に
よ

る
捕
獲
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ク
モ
は
、
文
化
財
害
虫

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
不
快
害
虫
と
し
て
の
問
題
と
館
内
で
生
育
し

て
い
る
ク
モ
が
死
ん
だ
場
合
そ
の
死
骸
自
体
が
文
化
財
害
虫
で
あ

る
カ
ツ
オ
ブ
シ
ム
シ
な
ど
の
発
生
を
助
長
す
る
た
め
駆
除
の
方
法

に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
検
討
し
ま
し
た
。
薬
剤
を
使
用
せ

ず
駆
除
す
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
た
め
当
初
は
適
切
な
駆
除
が

見
つ
か
ら
ず
苦
労
し
ま
し
た
が
、
絶
え
間
な
く
ト
ラ
ッ
プ
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
薬
剤
を
使
用
せ
ず
効
果
的
に
ク
モ
を
駆
除
で
き

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
あ
く
ま
で
も
当
館
に
お
け
る
文
化
財
害
虫

の
生
息
状
況
や
対
処
に
つ
い
て
の
話
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
の
Ｉ
Ｐ
Ｍ
法
は
、
全
館
燻
蒸
に
替
わ
る
方
法
と
し
て
多
く
の
博

物
館
や
資
料
館
に
お
い
て
注
目
あ
る
い
は
導
入
の
検
討
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
反
面
、
国
内
の
博
物
館
に
お
け
る
そ
の
効
果
や
対

処
法
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
多
く
の
博
物
館
や

資
料
館
で
は
導
入
に
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
た
め
、

当
館
に
お
け
る
虫
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
、
効
果
的
に
虫
を
駆
除

す
る
方
法
を
研
究
す
る
こ
と
は
当
館
以
外
の
博
物
館
や
資
料
館
に

お
け
る
資
料
保
存
に
と
っ
て
も
重
要
な
こ
と
と
い
え
ま
す
。

回
答
者

歴
史
担
当

関
口　

功

Ｑ
：
戦
後
六
〇
年
だ
っ
た
昨
年
、
戦
争
を
取
り
上
げ
た
番
組

を
見
て
、
多
く
の
都
市
が
空
襲
の
被
害
を
受
け
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
日
本
の
空
襲
の
概
要
に
つ
い
て
少
し
詳
し

く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
：
空
襲
と
い
う
と
、
Ｂ
29
爆
撃
機
に
よ
る
東
京
大
空
襲
や

広
島
・
長
崎
の
原
子
爆
弾
の
投
下
が
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
日
本
本
土
へ
の
初
空
襲
は
一
九
四
二
年
四
月
一
八
日
、

日
本
か
ら
約
千
二
〇
〇
㎞
離
れ
た
太
平
洋
上
の
ア
メ
リ
カ
空

母
か
ら
飛
び
立
っ
た
Ｂ
25
爆
撃
機
一
六
機
に
よ
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
空
襲
で
東
京
・
川
崎
・
横
須
賀
・
名
古
屋
・

神
戸
な
ど
が
爆
撃
さ
れ
、
約
五
〇
名
の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し

た
。
攻
撃
後
Ｂ
25
爆
撃
機
は
中
国
大
陸
方
面
に
飛
び
去
る
、

と
い
う
完
全
な
奇
襲
攻
撃
で
し
た
。

　

そ
の
後
日
本
本
土
を
狙
っ
た
空
襲
は
し
ば
ら
く
行
わ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
一
九
四
四
年
六
月
一
五
日
未
明
、
中
国
成

都
基
地
か
ら
飛
び
立
っ
た
Ｂ
29
に
よ
る
最
初
の
空
襲
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
中
国
成
都
基
地
か
ら
の
空
襲
は
Ｂ
29
の
航
続
距

離
の
関
係
か
ら
北
九
州
地
区
を
狙
っ
て
計
一
〇
回
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
一
九
四
四
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
サ
イ
パ
ン
・

グ
ア
ム
・
テ
ニ
ア
ン
な
ど
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
が
ア
メ
リ
カ
軍

に
占
領
さ
れ
る
と
、
そ
こ
か
ら
Ｂ
29
に
よ
る
日
本
全
土
へ
の

本
格
的
な
空
襲
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
マ
リ
ア
ナ
基
地
か
ら

の
空
襲
は
方
法
・
目
的
に
よ
り
大
ま
か
に
三
つ
の
時
期
に
区

分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
第
一
期
は
一
九
四
四
年
一
一
月
二
四
日
か
ら
一
九
四

五
年
三
月
四
日
ま
で
の
時
期
で
す
。
こ
の
時
の
空
襲
は
日
本

の
軍
需
工
場
の
破
壊
が
目
的
で
、
昼
間
に
高
度
七
千
メ
ー
ト

ル
以
上
の
上
空
か
ら
爆
弾
を
使
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
第
二
期
は
一
九
四
五
年
三
月
一
〇
日
の
東
京
大
空
襲
を
皮

切
り
に
大
都
市
を
狙
っ
た
焼
夷
弾
に
よ
る
夜
間
無
差
別
空
襲

が
行
わ
れ
た
時
期
で
す
。
東
京
大
空
襲
で
の
犠
牲
者
は
約
一

〇
万
人
に
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
空
襲

は
一
九
四
五
年
六
月
一
五
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
の

第
三
期
は
一
九
四
五
年
六
月
一
七
日
か
ら
終
戦
の
日
ま
で
行

わ
れ
た
日
本
の
中
小
都
市
を
狙
っ
た
空
襲
で
す
。
こ
の
空
襲

で
は
一
回
の
攻
撃
で
平
均
四
都
市
が
標
的
に
さ
れ
、
大
き
な

被
害
が
出
ま
し
た
。

Ｑ
：
日
本
へ
の
空
襲
を
行
っ
た
Ｂ
29
爆
撃
機
や

焼
夷
弾
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
す

か
？

Ａ
：
ま
ず
Ｂ
29
で
す
が
、
全
幅
約
四
三
ｍ
、
全

長
約
三
〇
ｍ
、
定
員
一
一
名
、
当
時
と
し
て
は

世
界
最
大
の
航
空
機
で
「
超
空
の
要
塞
」
と
異

名
を
と
り
、
恐
れ
ら
れ
ま
し
た
。
エ
ン
ジ
ン
は

四
つ
で
、
高
度
一
万
メ
ー
ト
ル
の
上
空
を
も
飛

行
す
る
こ
と
が
で
き
、
四
ｔ
の
爆
弾
を
積
ん
で

五
千
㎞
以
上
の
航
続
距
離
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
焼
夷
弾
に
つ
い
て
で
す
が
、
爆
弾
が
爆

発
力
に
よ
っ
て
建
造
物
な
ど
を
破
壊
す
る
の
が

目
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
焼
夷
弾
は
周
辺
を
延

空　
　
　

襲

焼
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
ア
メ
リ
カ
軍
の
焼
夷
弾
に
は

い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
最
も
使
用

さ
れ
た
の
は
日
本
空
襲
用
に
開
発
さ
れ
た
Ｍ
69
焼
夷
弾
で
す
。

こ
れ
は
、
は
じ
め
は
三
八
発
の
焼
夷
弾
が
ま
と
ま
っ
た
大
き

な
親
弾
と
し
て
投
下
さ
れ
た
後
、
途
中
で
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、

落
下
す
る
と
爆
発
と
同
時
に
ゼ
リ
ー
状
の
油
脂
が
飛
び
散
り
、

周
り
を
火
の
海
に
す
る
、
と
い
う
し
く
み
で
し
た
。

Ｑ
：
福
島
県
の
空
襲
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
す
か
？

Ａ
：
福
島
県
で
は
町
全
体
を
徹
底
的
に
焼
き
尽
く
す
、
と
い
っ

た
空
襲
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
空
襲
は
度
々
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
最
大
の
犠
牲
者
を
出
し
た
の
は
、
一
九
四

五
年
四
月
一
二
日
の
Ｂ
29
爆
撃
機
約
一
四
〇
機
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
空
襲
で
す
。
こ
の
空
襲
の
目
的
は
爆
弾
に
よ
っ
て
軍

需
工
場
を
破
壊
す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
日
の
空
襲
で
保
土

谷
化
学
な
ど
郡
山
市
・
本
宮
町
の
工
場
が
大
き
な
被
害
を
受

け
、
合
計
五
〇
〇
名
余
り
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。

「米軍ビラ」福島市　菅家光司氏蔵
環境調査の風景
奥の壁にフェロモントラップが設置されている

虫の調査・捕獲に用いられる各種トラップ
写真向って左のふたつが歩行性昆虫（床に置いて歩
いている虫を捕える）用のトラップ
向って右のふたつがフェロモン（フェロモンで雄の
虫を誘引し捕える）トラップ
この他にもいくつかのトラップを用いて虫を捕獲し
ている
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当
館
は
開
館
二
〇
年
を
迎
え
、
常
設
展
示
も
大
勢
の
方
々
に
ご
覧
頂
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
展
示
資
料
の
裏
に
隠
さ
れ
た
豊
か
な
広
が
り
は
な
か
な
か
感

じ
取
る
こ
と
が
難
し
い
で
す
。
ま
た
、
当
館
に
は
開
館
以
来
二
〇
年
に
わ
た
る

研
究
の
蓄
積
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
一
八
年
度
は
「
あ
の
展
示
か
ら
見

え
て
く
る
世
界
に
は
、
ど
ん
な
広
が
り
が
あ
る
の
か
。
ど
ん
な
深
さ
が
あ
る
の

か
。
ど
ん
な
豊
か
さ
が
あ
る
の
か
」
を
指
針
に
聴
講
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
展

示
資
料
の
背
後
の
世
界
に
思
い
を
馳
せ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

講
座
の
形
式
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
木
曜
の
広
場
」
同
様
、
当
館
館
長
赤
坂
憲

雄
と
各
分
野
の
学
芸
員
と
が
対
談
す
る
と
い
う
形
で
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

聴
講
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
や
意
見
も
積
極
的
に
取
り
上
げ
「
広
場
」
に
ふ

さ
わ
し
い
雰
囲
気
と
福
島
県
立
博
物
館
の
魅
力
を
で
き
う
る
限
り
引
き
出
せ
る

時
間
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
一
八
年
度　

木
曜
の
広
場
「
博
物
館
再
発
見
」

四
月
二
〇
日「
磐
梯
山
の
噴
火
」 

学
芸
員　

竹
谷
陽
二
郎

五
月
一
八
日「
近
世
の
絵
画　

会
津
と
白
河
」 

学
芸
員　

川
延　

安
直

六
月
一
五
日「
大
名
の
学
問
」 

学
芸
員　

小
林
め
ぐ
み

七
月
二
〇
日「『
近
世
』
展
示
を
解
剖
す
る
」 

学
芸
員　

佐
治　
　

靖

八
月
一
七
日「
会
津
の
オ
ン
バ
さ
ま
」 

学
芸
員　

榎　
　

陽
介

九
月
二
一
日「
戦
争
と
人
々
の
く
ら
し
」 

学
芸
員　

関
口　
　

功

一
〇
月
一
九
日「
城
下
の
く
ら
し
」 

学
芸
員　

阿
部　

綾
子

一
一
月
一
六
日「
板
碑
に
つ
い
て
」 

学
芸
員　

高
橋　
　

充

一
二
月
二
一
日「
恵
日
寺
絵
図
を
読
む
」 

学
芸
員　

木
田　
　

浩

一
月
一
八
日「
大
陸
か
ら
ふ
く
し
ま
へ
」 

学
芸
員　

横
須
賀
倫
達

二
月
一
五
日「
弥
生
の
中
の
縄
文
」 

学
芸
員　

髙
橋　
　

満

三
月
一
五
日「
縄
文
人
の
信
仰
〜
土
偶
と
土
器
か
ら
」 学
芸
員　

森　
　

幸
彦

※
講
座
は
全
て
館
長
の
赤
坂
憲
雄
と
各
担
当
の
学
芸
員
で
行
い
ま
す
。

夏
の
企
画
展　

予
告

布
の
声
を
き
く

展
覧
会
の
構
成

布
を
作
る

カ
ラ
ム
シ
や
麻
、
シ
ナ
そ
れ
か
ら
棉
や
羊
毛
と
い
っ
た
素
材
を
取
り
上

げ
ま
す
。

布
を
裁
つ
・
布
を
縫
う

布
を
加
工
す
る
裁
縫
の
世
界
に
注
目
し
て
み
ま
す
。

布
を
ま
と
う

と
く
に
仕
事
着
に
焦
点
を
あ
て
、
県
内
を
は
じ
め
東
北
各
地
の
資
料
を

展
示
し
ま
す
。

　

布
は
人
の
体
を
や
さ
し
く
包
ん
で
護
っ
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
人
々
は

布
の
機
能
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、同
時
に
美
し
さ
も
追
い
求
め
た
の
で
す
。

私
た
ち
の
祖
先
は
、
布
地
を
重
ね
麻
糸
で
刺
す
こ
と
に
よ
り
丈
夫
で
暖
か
い

衣
服
へ
と
変
身
さ
せ
、
さ
ら
に
新
た
な
「
美
」
さ
え
見
出
し
た
の
で
し
た
。

　

こ
の
展
覧
会
で
は
、
仕
事
着

な
ど
の
衣
類
を
そ
の
用
と
美
の

二
つ
の
方
向
か
ら
み
つ
め
、
布

を
成
り
立
た
せ
て
い
る
糸
・
繊

維
の
世
界
を
め
ぐ
り
、
布
地
を

裁
ち
縫
い
上
げ
る
女
性
の
業
に

も
注
目
し
ま
す
。「
布
の
世
界
」

か
ら
の
呼
び
か
け
に
耳
を
傾
け

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
夏
の
企
画
展
《
布
の
声
を
き
く
》
は
、
平
成
一
八
年
七
月
二
二
日
（
土
）
か
ら
九
月
三
日
（
日
）
ま
で

仕事着と糸づくりの道具

福島市上岡遺跡出土土偶

博
物
館
に
集
っ
た
様
々
な
人
々
が
自

由
に
意
見
交
換
で
き
た
こ
と
か
ら
「
木

曜
の
広
場
」
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い

会
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

「
飯
豊
山
信
仰
」
で
、
あ
の
と
き
は
、

実
際
に
飯
豊
山
登
拝
し
て
い
る
人
や

地
元
の
人
か
ら
も
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
遠
く
白
河
か
ら
来
ら

れ
た
方
の
意
見
も
出
て
き
ま
し
た
。

北
会
津
か
ら
来
ら
れ
た
人
が
、
北
会

津
で
の
飯
豊
山
信
仰
の
実
際
を
実
体

験
に
基
づ
い
て
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

蓮
華
寺
で
、
登
拝
前
一
週
間
く
ら
い
、

籠
も
り
精
進
し
水
ご
り
を
と
る
。
そ

の
時
、
寺
に
し
た
た
め
ら
れ
た
江
戸

時
代
か
ら
の
落
書
き
の
話
な
ど
、
ど

れ
も
み
な
う
な
ら
せ
る
話
ば
か
り
で

し
た
。

　

赤
坂
館
長
と
学
芸
員
の
対
談
形
式

で
行
わ
れ
る
「
木
曜
の
広
場
」
は
、

平
成
一
六
年
度
は
「
会
津
学
事
始
め

―
四
季
の
生
業
と
暮
ら
し
―
」
全
一

二
回
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

「
会
津
学
事
始
め
」
の
第
二
弾
と
し

て
「
四
季
の
祈
り
と
暮
ら
し
」
と
題

し
、
信
仰
を
中
心
と
し
た
精
神
文
化

か
ら
会
津
の
歴
史
・
民
俗
を
ひ
も
と

く
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

平
成
一
七
年
度
の「
木
曜
の
広
場
」

で
は
、
昨
年
度
に
比
べ
聴
講
者
が
一
・

五
倍
に
も
増
え
る
な
ど
、多
く
の
人
々

の
関
心
を
呼
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

赤
坂
館
長
と
学
芸
員
お
よ
び
聴
講
者

か
ら
の
感
想
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

滝
沢
洋
之
さ
ん

　

佐
々
木
さ
ん
の
実
証
的
な
民
俗
デ
ー

タ
を
館
長
が
う
ま
く
引
き
出
し
て
い

た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
聴
講
者
か

ら
の
質
問
や
意
見
、情
報
提
供
に
よ
っ

て
内
容
に
深
ま
り
が
出
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
お
互
い

の
理
解
を
深
め
る
の
に
大
い
に
効
果

的
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

　

＊
平
成
一
六
年
度
の
聴
講
者
に
比

べ
、
平
成
一
七
年
度
の
聴
講
者
が
ほ

ぼ
一
・
五
倍
に
増
え
た
こ
と
に
つ
い

て
滝
沢
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
会
津
は
歴
史
に
関
心
の
深
い
人
は

多
い
で
す
が
、
民
俗
に
つ
い
て
は
今

一
つ
で
し
た
。
し
か
し
、
赤
坂
館
長

と
佐
々
木
さ
ん
の
二
人
が
紡
ぎ
出
す

会
津
の
民
俗
の
世
界
に
、
し
だ
い
次

第
に
人
々
の
心
が
惹
き
付
け
ら
れ
て

い
っ
た
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
と

思
い
ま
す
」学

芸
員　

佐
々
木
長
生

　

こ
れ
ま
で
の
講
演
会
の
よ
う
に
、

自
分
の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
終
わ

り
、
と
い
う
の
で
は
な
く
、「
館
長
の

視
点
」
と
い
う
新
た
な
見
方
・
考
え

方
が
加
わ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
自

分
が
気
づ
か
な
か
っ
た
点
を
多
く
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
自
分
の
考
え
を
よ
り
深
め
る
の

に
役
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、木
曜
の
広
場
を
二
四
回
行
っ

て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
二
四
の
角

度
か
ら
会
津
を
見
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
会
津
の
人
々

の
暮
ら
し
と
文
化
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
良
く
見
え
て
き
た
気
が
し
ま
す
。

私
の
こ
れ
ま
で
の
民
俗
研
究
で
は
、

生
活
用
具
を
中
心
に
会
津
の
民
俗
を

見
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
「
磐

梯
山
信
仰
」「
飯
豊
山
信
仰
」「
稲
荷

信
仰
」
な
ど
の
よ
う
に
、
精
神
的
な

面
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
取
り
組
む

機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
会
津

民
俗
の
さ
ら
に
広
く
深
い
部
分
に
光

を
当
て
た
よ
う
で
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

館
長　

赤
坂
憲
雄

　

私
自
身
、
こ
れ
ま
で
福
島
の
こ
と

や
会
津
の
こ
と
を
あ
ま
り
よ
く
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
木
曜
の

広
場
で
は
入
門
者
と
な
っ
て
、
佐
々

木
さ
ん
と
い
う
先
生
に
導
い
て
も
ら

お
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
佐
々
木

さ
ん
が
蓄
積
し
て
き
た
膨
大
な
知
識

の
一
端
を
披
露
し
て
も
ら
っ
て
、
そ

れ
に
触
れ
て
い
る
と
、
私
が
こ
れ
ま

で
東
北
や
日
本
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し

て
見
た
り
聞
い
た
り
調
べ
た
り
し
て

き
た
こ
と
が
、
ど
ん
ど
ん
浮
か
ん
で

く
る
の
で
す
。
例
え
ば
、
東
北
の
北

の
方
で
は
こ
ん
な
形
だ
け
ど
、
関
東

で
は
こ
ん
な
風
だ
と
い
う
具
合
に
。

だ
か
ら
、
単
な
る
聞
き
手
に
止
ま
っ

て
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
私
の
頭
に

浮
か
ん
だ
こ
と
を
、
佐
々
木
さ
ん
に

ま
た
投
げ
か
け
る
、
す
る
と
そ
れ
に

ま
た
応
答
し
て
く
れ
る
。
私
に
と
っ

て
、こ
の
シ
ナ
リ
オ
無
し
の
会
津
を
軸

に
し
た
知
識
と
イ
メ
ー
ジ
の
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
は
と
て
も
ス
リ
リ
ン
グ
で

楽
し
い
も
の
で
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
二
年
間
の
木
曜
の
広

場
は
、
会
津
の
底
知
れ
ぬ
魅
力
に
直

に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
場
で
も
あ

り
ま
し
た
。言
い
換
え
る
と
、会
津
地

域
の
歴
史
や
文
化
の
面
白
さ
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
た
と
て
も
贅
沢
な
場

で
し
た
。
こ
の
道
先
案
内
人
が
佐
々

木
さ
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

本
当
に
い
い
人
に
出
会
え
て
よ
か
っ

た
で
す
。

聴講者・滝沢洋之さん

佐々木長生学芸員（左）と赤坂憲雄館長（右）「鶴ヶ城周辺の稲荷信仰」の聴講者

平
成
一
八
年
度

「
木
曜
の
広
場
」
の
ご
案
内

　

縄
文
時
代
の
ど
ぐ
う
。
よ
く
見
る

と
、
お
っ
ぱ
い
が
あ
り
、
お
腹
が
ふ

く
ら
ん
で
い
ま
す
。
妊
娠
し
た
女
性

の
表
現
な
の
で
し
ょ
う
。
縄
文
時
代

の
人
た
ち
は
、
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な

人
形
を
作
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

「
い
の
ち
」
を
宿
し
、「
い
の
ち
」
を

産
み
出
す
人
形
…
素
材
は
「
土
」
＝

「
母
な
る
大
地
」
…
「
大
地
」
が
産

み
出
す
も
の
は
？
…
そ
う
、「
い
の

ち
」
…
め
ぐ
る
め
ぐ
る
よ
「
い
の
ち
」

は
め
ぐ
る
…
ぐ
る
ぐ
る
渦
巻
「
い
の

ち
」
は
め
ぐ
る
…
産
み
出
さ
れ
た

「
い
の
ち
」
の
末
端
は
だ
れ
？
…
そ

う
、
あ
な
た
で
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
い
の
ち
」。

考
古
分
野
学
芸
員　

森　

幸
彦

二
年
に
わ
た
る

「
木
曜
の
広
場　―

　
会
津
学
事
始
め　―

」

を
振
り
返
っ
て

最
終
回
「
縄
文
人
の
信
仰
」
で
は
、

私
と
館
長
が
知
ら
れ
ざ
る
縄
文
人
の

〝
こ
こ
ろ
〞
を
解
き
明
か
し
て
い
き

ま
す
。
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「
収
蔵
品
に
よ
る
福
島
の
美
術
工
芸
」

会
期　

四
月
一
日（
土
）か
ら
五
月
一
四
日（
日
）ま
で

「
画
題
で
見
る
美
術
―
祭
り
と
行
事
」

会
期　

五
月
一
六
日（
火
）か
ら
六
月
二
五
日（
日
）ま
で

◎
企
画
展
関
連
行
事

○
馬
頭
琴
コ
ン
サ
ー
ト

「
白
い
馬
」

演
奏
者　

バ
ヤ
ラ
ト
＆
サ
ロ
ー
ラ

日
時　

四
月
二
九
日（
土
・
祝
）午
後
一
時
半
〜
二
時
半

○
講
演
会

「
馬
が
ウ
マ
れ
て
日
本
に
く
る
ま
で
」

講
師　

福
島
県
考
古
学
会
副
会
長　

穴
沢
咊
光
さ
ん

日
時　

五
月
一
四
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

○
博
物
館
友
の
会
協
賛
イ
ベ
ン
ト

―
馬
と
猿
の
年
代
記
―

第
一
部　

公
演「
猿
ま
わ
し
一
座
が
や
っ
て
き
た
」

出
演　

周
防
猿
ま
わ
し
の
会

第
二
部　

対
談
「
馬
を
め
ぐ
る
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」

館
長　
赤
坂
憲
雄　

学
芸
員　
佐
々
木
長
生

日
時　

六
月
八
日（
木
）午
後
一
時
〜
四
時

○
学
芸
員
の
「
や
さ
し
い
馬
講
座
」

第
一
回　
「
日
本
書
紀
と
馬
の
考
古
学
」

講
師　

学
芸
員　

横
須
賀
倫
達

日
時　

五
月
七
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

第
二
回　
「『
馬
鹿
』
の
語
源

〜
古
代
中
国
の
馬
と
故
事
成
語
〜
」

講
師　

学
芸
員　

木
本
元
治

日
時　

六
月
四
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

○
展
示
解
説
会

講
師　

学
芸
員　

横
須
賀
倫
達　

木
本
元
治

日
時　

四
月
二
九
日（
土
）午
後
三
時
一
五
分
〜

五
月　

七
日（
日
）午
後
三
時
一
五
分
〜

五
月
一
四
日（
日
）午
後
三
時
一
五
分
〜

六
月　

四
日（
日
）午
後
三
時
一
五
分
〜

六
月
一
一
日（
日
）午
後
一
時
半
〜

＊
そ
れ
ぞ
れ
一
時
間
程
度

◎
美
術
講
座

「
近
く
で
楽
し
む
博
物
館
収
蔵
品
ガ
イ
ド
１
―

洛
中
洛
外
図
屏
風
と
小
袖
」

講
師　

学
芸
員　

川
延
安
直　

小
林
め
ぐ
み

日
時　

四
月
二
八
日（
金
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
近
く
で
楽
し
む
博
物
館
収
蔵
品
ガ
イ
ド
２
―

松
平
定
信
像
と
『
集
古
十
種
』」

講
師　

学
芸
員　

川
延
安
直　

小
林
め
ぐ
み

日
時　

五
月
一
九
日（
金
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
近
く
で
楽
し
む
博
物
館
収
蔵
品
ガ
イ
ド
３
―

浦
上
玉
堂
と
七
絃
琴
」

講
師　

学
芸
員　

川
延
安
直　

小
林
め
ぐ
み

日
時　

六
月
一
六
日（
金
）午
後
一
時
半
〜
三
時

※「
や
き
も
の
の
本
質
を
知
る

―
宗
像
窯
で
作
る
Ｍ
Ｙ
茶
碗
」

講
師　

宗
像
窯
八
代
当
主　
宗
像
利
浩
さ
ん　
他
一
名

日
時　

六
月
一
八
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
民
俗
学
講
座

記
録
映
像
を
み
る
１
「
只
見
川
流
域
の
雛
流
し
」（
仮
）

講
師　

学
芸
員　

榎 

陽
介

日
時　

五
月
二
日（
火
）午
後
一
時
半
〜
三
時

記
録
映
像
を
み
る
２
「
①
わ
ら
人
形
を
作
る
②
只

見
の
漁
と
鮨
」

講
師　

学
芸
員　

榎 

陽
介

日
時　

五
月
一
三
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

記
録
映
像
を
み
る
３
「
カ
ン
ゼ
ン
ブ
シ
と
フ
カ
グ

ツ
ゲ
ン
ベ
エ
」

講
師　

学
芸
員　

榎 

陽
介

日
時　

六
月
三
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
自
然
史
講
座

※「
化
石
を
さ
が
そ
う
」（
塙
町
）

講
師　

学
芸
員　

竹
谷
陽
二
郎

日
時　

五
月
二
七
日（
土
）午
前
八
時
半
〜
四
時
半

※「
化
石
標
本
を
つ
く
ろ
う
」

講
師　

学
芸
員　

相
田 

優

日
時　

五
月
二
八
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

◎
歴
史
講
座

シ
リ
ー
ズ
会
津
藩
①

「
土
津
神
社
と
会
津
松
平
家
」

講
師　

学
芸
員　

高
橋 

充

日
時　

六
月
一
〇
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
ふ
く
し
ま
を
知
る
講
座

※「
向
羽
黒
山
城
を
歩
く
」

（
野
外
・
会
津
美
里
町
史
跡
向
羽
黒
山
城
跡
）

講
師　

学
芸
員　

高
橋 

充　

ほ
か

日
時　

五
月
二
〇
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

◎
は
く
ぶ
つ
か
ん
で
遊
ぼ
ぉ
！

「
こ
い
の
ぼ
り
づ
く
り
」（
仮
）

講
師　

展
示
解
説
員

日
時　

五
月
五
日（
金
祝
）午
前
九
時
半
〜
四
時
半

博
物
館
再
発
見

◎
第
一
回

「
磐
梯
山
の
噴
火
」

講
師　

館
長　
赤
坂
憲
雄　

学
芸
員　
竹
谷
陽
二
郎

日
時　

四
月
二
〇
日（
木
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
第
二
回

「
近
世
の
絵
画　

会
津
と
白
河
」

講
師　

館
長　
赤
坂
憲
雄　

学
芸
員　
川
延
安
直

日
時　

五
月
一
八
日（
木
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
第
三
回

「
大
名
の
学
問
」

講
師　

館
長　
赤
坂
憲
雄　

学
芸
員　
小
林
め
ぐ
み

日
時　

六
月
一
五
日（
木
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
「
昔
語
り
」

語
り
部　

横
山
幸
子
さ
ん

日
時　

四
月
二
三
日（
日
）午
前
一
〇
時
半
〜
正
午

語
り
部　

山
田
登
志
美
さ
ん

日
時　

五
月
四
日（
木
）午
後
一
時
半
〜
三
時

語
り
部　

横
山
幸
子
さ
ん

日
時　

六
月
二
五
日（
日
）午
前
一
〇
時
半
〜
正
午

◎
「
機
織
り
」

講
師　

染
織
工
芸
家　

山
根
正
平
さ
ん

日
時　

四
月
三
〇
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
「
須
賀
川
の
絵
の
ぼ
り
製
作
」

講
師　

伝
統
技
術
保
持
者　

大
野
青
峰
さ
ん
・
大
野
弘
子
さ
ん

日
時　

五
月
三
日（
水
）午
後
一
時
半
〜
三
時

＊
展
示
解
説
員
に
よ
る
常
設
展
の
案
内
で
す
。

＊
毎
週
土
曜
日
、
日
曜
日
の
午
前
一
一
時
半
と
午
後

二
時
か
ら
三
〇
分
程
度
行
い
ま
す
。

＊
な
お
、
他
の
行
事
と
重
な
る
場
合
は
開
催
い
た
し

ま
せ
ん
。

＊
そ
の
他
、
行
事
等
の
詳
細
に
関
し
ま
し
て

は
、
月
行
事
予
定
表
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

五
月
五
日（
金
・
子
ど
も
の
日
）

四
月　

三
日（
月
）・
一
〇
日（
月
）・
一
七
日（
月
）・

二
四
日（
月
）

五
月　

八
日（
月
）・
一
五
日（
月
）・
二
二
日（
月
）・

二
九
日（
月
）

六
月　

五
日（
月
）・
一
二
日（
月
）・
一
九
日（
月
）・

二
六
日（
月
）・
二
七（
火
）

＊
小
・
中
学
生
、
高
校
生
は
常
設
展
を
無
料
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び

　
「
博
物
館
だ
よ
り
第
79
号
」
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
に
掲
載
し
た
「
会
津
年
中
行
事
図
」
の
作
者
名
は

岩
浅
松
石
の
間
違
い
で
し
た
。
訂
正
し
、
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

常
設
展
示
室
「
歴
史
・
美
術
」
テ
ー
マ
展
示

講
演
・
講
座

※
は
要
申
込

木
曜
の
広
場

場
所　

講
堂　

入
場
無
料

実
演

場
所　

体
験
学
習
室

や
さ
し
い
展
示
解
説
会

四
〜
六
月
の
休
館
日

常
設
展
無
料
開
放
日

　

福
島
県
立
博
物
館
の
あ
る
会
津
地
方
は
、
現
在
で
も
厚

い
雪
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
「
博
物
館
だ
よ
り
」

は
、
四
月
か
ら
六
月
の
三
ヶ
月
間
の
情
報
を
載
せ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
三
ヶ
月
は
会
津
地
方
の
人
々
に
と
っ
て
は
、

待
ち
わ
び
た
季
節
で
あ
り
、
山
の
恵
み
と
景
色
に
会
津
の

良
さ
を
実
感
す
る
季と
き

で
も
あ
り
ま
す
。

　

例
年
で
す
と
、
四
月
上
旬
頃
か
ら
フ
キ
ノ
ト
ウ
に
ヒ
ル
、

五
月
上
旬
に
コ
ゴ
ミ
、
中
旬
頃
か
ら
は
、
ウ
ド
、
エ
ラ
、

タ
ラ
の
芽
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
の
芽
、
ウ
ル
イ
、
ゼ
ン
マ
イ
、

ワ
ラ
ビ
な
ど
が
陽
当
た
り
の
よ
い
山
の
斜
面
や
水
辺
に
顔

を
出
し
て
き
ま
す
。
ま
た
、
時
を
同
じ
く
し
て
、
コ
ブ
シ
、

山
桜
、
水
仙
、
福
寿
草
が
野
山
を
彩
り
ま
す
。
そ
し
て
、

六
月
の
田
植
え
の
こ
ろ
に
は
、
萌
葱
色
の
山
が
次
第
に
色

を
濃
く
し
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
年
の
会
津
は
、
桁
外
れ
の
雪
が
野
山
を
覆
っ

て
い
ま
す
。
地
元
の
お
年
寄
り
は
、
今
年
の
山
菜
は
、
遅

れ
る
だ
ろ
う
と
話
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
に
は
雪
が
ど
っ

さ
り
残
っ
て
い
る
の
で
、
雪
解
け
し
た
と
こ
ろ
か
ら
次
々

と
、
長
い
期
間
山
菜
を
楽
し
め
る
と
も
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
会
津
は
春
が
長
く
な
り
そ
う
で
す
。
会
津
の
長

い
春
に
会
い
に
来
ま
せ
ん
か
。
企
画
展
『
馬
…
』
と
共
に

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　

〔
す
ず
き
〕

編

集

後

記


